
◎ 固有値を利用しない場合

行列 A の n 乗の確認
★行列 A の n 乗の求め方のパターンを理解しておこう！

⇒ n を k で割った余りで分類

例）

2 3, ,A A と計算して kA E ●２

⇒ nA を推測し、数学的帰納法で証明
2 3, ,A A と計算して ある規則性が３

⇒ CH 定理により 2A sA tE O   とし

   2nx x sx tE Q x px q    

と計算できたなら、
nA pA qE 

CH 定理の利用 その① 割り算の応用４

⇒ CH 定理により  2A A E Oa b ab    で

CH 定理の利用 その② 漸化式の応用５
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式を利用して、 nA の各成分
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◎ 固有値を利用する場合

固有方程式    2 0k a d k ad bc     の２解を ,a b とする．

●a b のとき

●a b のとき

■■□ 固有値・固有ベクトルとは □■■

行列 A に対して , 0Au ku u 
  
を満たす実数 k が存在するとき、 k を A の固有値、 u


を k に対する A の固有

ベクトルという。

■■□ 固有方程式とは □■■

行列
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A
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     
の固有値 k が存在することは、   0A kE   を満たす実数 k が存在することと同値である。

ここで   0A kE   は    2 0k a d k ad bc     のことでる。これを A の固有方程式という。固有値 k は固

有方程式の実数解にあたる。

■■□ 固有値・固有ベクトルを求める □■■

固有値は   0A kE   または    2 0k a d k ad bc     より求める。

固有ベクトルは , 0Au ku u 
  
より   0A kE u 


を満たす u


を求める。

行列の対角化  1 1
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nP AP P A P  の活用９ ⇒

二項展開 A P Qa b  の活用10 ⇒
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